
基礎編   　5-A.  ３Dモデルーメソッドープログラム一覧

　（メソッド、プロパテイ別にフォーム画面と実行例のみを記載）

　　　内容 A-1.  3Dモデルの基本 A-2.  回転体　3Dモデル A-3.  押出し　3Dモデル A-4.   回転体　3Dモデルの例.　駆動軸 A-5.   押出し　3Dモデルの例.　H型鋼 A-6.   押出し　3Dモデルの例.　歯車

　　ファイル名 『 5-A-1.　3D   作成   基本  』 『5-A-2．回転体　（座標指定）』 『 5-A-3． 3D   作成   押出し(座標指定）』 『 5-A-4.    3D   作成    駆動軸 』 『 5-A-5.    3D   作成    H型鋼 』 『 5-A-6.   歯車　単体の3Dモデル 』

A.作成メソッド
　フォーム画面

注意：1.このプログラムはインボリュート曲線を直線で近似させたものです。

　　　2.機械加工により製作する歯車には歯底、歯先にはR部がありますがこれを考慮していません。

　　　3.歯底円が基礎円より大きくならない歯数Z=41以下の場合のプログラムです。Z=42以上では別途考察が必要です。　

　Excel　入力画面が開き　断面の座標（X,Y）を入力する。 回転体3Dモデル作成

　　実行画面 　ワイヤーフレーム表示 Excel　入力画面が開き　断面の座標（X,Y）を入力する。 押出し3Dモデル作成 2D図 ポリライン1/4作図 　 　　　X軸ミラー Ｙ軸ミラー 1.モジュール、歯数、歯幅を入力して

オブジェクト作成の3タイプ 『インボリュート曲線』ボタンを押す。

リージョン（部分）

2.下図のようにインボリュート曲線が描かれる。 3.『リージョン作成』ボタンを押すと

　　　YZ平面視 YZ平面視 （同時に　インボリュート曲線と歯先円、基礎円、歯底円との 　　下図のようにリージョンが作成される。

リージョン1/4 　 　X軸でミラー Y軸でミラー 　　　　　ブーリアン（和） 　交点等の数値がテキストボックスに表示される。） 　（リージョンは歯底円または基礎円と

　　インボリュート曲線、歯先円で囲まれる範囲）

『表示』タブー表示スタイルーリアリスティック選択 　　　リアリスティック表示 リージョン（和） インボリュート曲線　１歯分　 インボリュート曲線　拡大 すべての領域をつないでできるリージョン

3Dモデル

実行画面（個別に表示）

押出し X軸回りに90度回転

『5-A-2-改．3D 回転体　LWPolyline+拡張ﾃﾞｰﾀ』 『5-A-3-改．3D 押出し　LWPolyline+拡張ﾃﾞｰﾀ』

4.『３Dモデル作成』ボタンを押すと

　　下図のように歯車単体の3Dモデルが作成される。

　　(歯形が分かりやすいように正面、歯底部の色をGreenとしています）

1.『Excel　入力』ボタン押すと」 2.『3Dモデル＋SetXData』ボタン押すと 3.『GetXData』ボタン押すと 1.『Excel　入力』ボタン押すと 　2.『3Dモデル＋SetXData』ボタン押すと 　　3.『GetXData』ボタン押すと

　　Excelシートに形状のx,y座標が表示される。 　　3Dモデルを作成して拡張データを作成する（青枠） 　作成した拡張データを取得してExcelシートに表示する。（赤枠） 　Excelシートに形状のx,y座標が表示される。　　　3Dモデルを作成して拡張データを作成する（青枠） 　　作成した拡張データを取得してExcelシートに表示する。（赤枠）

　　　内容 B-1.   移動 B-2.   回転 B-3.   鏡像 B-4.   配置例　駆動軸（1本の駆動軸を複数位置に配置） B-5.   配置例　駆動軸（複数の駆動軸を配置） B-6.   配置例　H型鋼（複数のH型鋼を複数の位置に配置）

B.編集メソッド 　　ファイル名 『 5-B-1.   ３Ｄ   編集　移動　』 『 5-B-2.   ３Ｄ   編集　回転　』 『 5-B-3.   ３Ｄ   編集　鏡像　』 『 5-B-4.   ３Ｄ   編集　駆動軸 　（A）配置 』 『 5-B-5.   ３Ｄ   編集　駆動軸 　（B）配置 』 『 5-B-6.   ３Ｄ   編集　H型鋼   配置 』

　フォーム画面

　

1.『Excel　入力』ボタン押すと 　　　　２.『３Dモデル作成』ボタン押すと 拡大して詳細を示す

実行画面 「３D直方体」作成ボタンを押して X軸方向　を選択して　「Move」ボタンで 　　同様に　Ｙ軸方向、Ｚ軸方向に移動させた場合 Excel入力画面 3Dモデル作成 　　　Excelシートに駆動軸の2種類の形状とその配置x,y座標が表示される。 　　　　　　　下図のように３Dモデルが表示される。 1.『Excel　入力』ボタン押すと 　　　　２.『３Dモデル作成』ボタン押すと 座標入力Excel画面 3Dモデル作成 一部を拡大して詳細を示す

　ボックスを作成する。 移動させた場合させた場合（軌跡なしを選択） ３D直方体作成 X軸回りに120度回転 Y軸回りに120度回転 Z軸回りに120度回転 　Excelシートに形状及び配置x,y座標が表示される。 　　　　　　　下図のように３Dモデルが表示される。

ワイヤーフレームモデル リアリスティックモデル

　原点付近の拡大

　　原点（０，０，０）を始点として　リージョンを作成してから　

　　　3Dモデルを作成し、それを移動させている。

　　軌跡ありを選択し、自由設定として　始点、終点座標を指定した場合 　　ただし、作成したこれらのリージョンは最終的に削除している。

X軸回り120度回転　6分割軌跡表示 Y軸回り270度回転　12分割軌跡表示 Z軸回り360度回転　20分割軌跡表示

鏡像　１ 鏡像　２

                    3.『YZ平面視』オプションボタンを選択すると下図のようにYZ平面視となる。 XZ平面視を示す

表示方向の変更 YZ平面視 スピンボタンで任意の方向に変更

上記の　YZ視　を示す。 　　上記の　YZ視　を示す。

　　　内容 　C-1.   和、差、交差 　C-2.   和、差、交差の例　（段付きR部） C-3.   干渉 C-4.   断面 C-5.   スライス

C.独特メソッド 　　ファイル名 『 5-C-1.   ３Ｄ   編集　和、差、交差 』 『 5-C-2.   ３Ｄ   編集　 段付きR部　和、差』 『 5-C-３.   ３Ｄ　編集　干渉 』 『5-C-４．3D　編集　回転体断面　』 『5-C-５．3D　編集　回転体スライス　』

注：本プログラムは『 5-A-2． 3D   作成   回転体(座標指定）』に対して　断面表示部分を追加 注：本プログラムは『 5-A-2． 3D   作成   回転体(座標指定）』に対して　断面表示部分を追加した。

　フォーム画面

　　実行画面 『Excel入力』ボタンを押す→頂点座標と円弧入力画面が表示される 表示方法を「すべて表示」とした場合 表示方法を「干渉部のみ」表示」とした場合 「Excel入力」ボタンを押すと

　　Excelシートが表示される。 　「Excel入力」ボタンを押すと

　　(X,Y座標は断面XYでの3Dモデルの頂点座標を示す） 　　Excelシートが表示される。

3Dモデル 　　 　　(X,Y座標は断面XYでの3Dモデルの頂点座標を示す）

『３Dモデル』ボタンを押す→段付きR部の３Dモデルが作成される

交差 和 差

ボックス、円柱をずらして示す。 　干渉部のみ赤色で表示される。

　　「3Dモデル作成」ボタンを押して 「中心断面」ボタンを押すと

　　　3Dモデルを表示させる。 　　　XY平面の断面が表示される。 「3Dモデル作成」ボタンを押して 「スライス」ボタンを押すと XY平面視を選択すると

　3Dモデルを表示させる。 　　スライスされて表示される。 　下記のように表示される。

　　注意：わかりやすくするため移動させている。

　　　内容 D-1.   回転体3Dモデルの配置 D-2.   押出し3Dモデルの配置 D-3.   長さ方向で形状が異なる押出し3Dモデルの配置 D-4.   長さ方向で形状が異なる回転3Dモデルの配置 D-5.   総合例　フレーム間に駆動軸、ビームを配置した例　（配置、断面、スライス、干渉）

　　ファイル名 『5-D-1. 3Dの配置   ﾎﾟﾘﾗｲﾝﾘｰｼﾞｮﾝ回転体3Dの配置（移動,回転）』 『5-D-２.  ﾎﾟﾘﾗｲﾝﾘｰｼﾞｮﾝ押出し3Dの配置（移動,回転）』 『5-D-3. 長さ方向で形状が異なる押出し3Dの配置　』 『5-D-４. 長さ方向で形状が異なる回転3Dの配置　』 『5-D-5. 駆動軸,軸受,ﾌﾚｰﾑ,ﾋﾞｰﾑ 　3D配置』

D.配置

　フォーム画面

1.『ファイルを開く』ボタンを押して 2.『3D作成』ボタンを押して 3.『３D配置』ボタンを押して 1.『ファイルを開く』ボタンを押して 2.『3D作成』ボタンを押して 3.『３D配置』ボタンを押して 1.『ファイルを開く』ボタンを押して 2.『3D作成』ボタンを押して 3.『３D配置』ボタンを押して 1.『ファイルを開く』ボタンを押して 2.『3D作成』ボタンを押して 1.『ファイルを開く』ボタンを押して

　　実行画面 　　ファイルを選んで開く 　　3Dモデルを作成する。 　　3Dモデルを配置（移動、回転）する。 　　ファイルを選んで開く 　　3Dモデルを作成する。 　　3Dモデルを配置（移動、回転）する。 　　ファイルを選んで開く 　　3Dモデルを作成する。 　　3Dモデルを配置する。 　　ファイルを選んで開く 　　3Dモデルを作成する。 　　ファイルを選んで開く

円の中心が（０，０）ではなく（５、５）として偏心させています。

2.『3D作成』ボタンを押して 　　　　3.『ビーム作成』ボタンを押して ４.『ビーム配置』ボタンを押して

　　3Dモデルを作成する。 　　　　　　ビームを原点を起点に作成する。 　　ビームを配置する。

　　表示方向変更した場合 駆動軸、軸受の詳細　（面取、フィレット）

　　表示方向変更した場合

5.軸スライス、横スライス　ボタンを押すと 6．干渉チェックボタンを押すと

　軸部がスライスされる。また中心断面でスライスされる。 　　干渉部が赤く表示され、干渉部分の重心位置がX,Y,Zで表示される。

干渉部の拡大

オブジェクトの作成手順 （A）タイプ

(1)宣言 (Dim As Acad***）

(2)要素宣言

(3)要素設定

(4)3D作成（Set、Add***メソッド））

オブジェクトの作成手順 （B）タイプ

(1)宣言 (Dim As Acad***）

(2)要素宣言

(3)要素設定

(4)2D作成（Set、Add***メソッド））

(5)リージョン宣言(Dim As  Variant）

(6)リージョン作成（AddRegion）

(7)3Dソリッド宣言（Dim As

Acad3DSolid)

(8)要素宣言

(9)要素設定

(10)3Dソリッド作成

オブジェクトの作成手順 （C）タイプ

(1)宣言 (Dim As Acad***）

(2)要素宣言

(3)要素設定

(4)2D作成（Set、Add***メソッド））

(5)リージョン宣言(Dim As  Variant）

(6)リージョン作成（AddRegion）

(7)3Dソリッド宣言（Dim As Acad3DSolid)

(8)要素宣言 （押出しパス）

(9)要素設定 （押出しパス）

(10)3Dソリッド作成

拡張データについては

非グラフィカルオブジェクトで説明しています。
拡張データについては

非グラフィカルオブジェクトで説明しています。

注意：この例は３Dモデルの作成過程を各ボタンごとに分けて示しています。

本来このように細かく分ける必要は当然ありません。

説明のためにあえて行っているもので、プログラムも重複部分が

多くあります。

（Dim宣言部をSubプロシージャの外に出すことで簡略化できます。

前例 5-A-4 を参考としてください。）
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（１）凹R部分データ （２）凸R部分データ

（１）凹R部 （２）凸R部

軸を中心から偏心させています。


